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感謝の言葉、口にしていますか？ 

旭川市立新富小学校  校長 工 藤  真   

 

早いもので、今年度も残りわずかとなりました。３月には卒業式、そして修了式を迎えます。子供たちは、

一年間で心も体も大きく成長しました。その歩みを支えてくださった保護者の皆様に、まず心より感謝申し

上げます。 

今月、世界ではミラノ・コルティナオリンピックが開催されました。連日の報道の中で、私は競技の結果と

同じくらい心に残るものがあります。それは、選手たちのインタビューで繰り返される「感謝」の言葉です。 

メダルを獲得した選手も、惜しくも届かなかった選手も、「家族のおかげです。」「支えてくれ

たコーチや仲間に感謝しています。」と語ります。世界の大舞台に立つ選手であっても、自分

一人の力でここまで来たとは決して言いません。その姿に、胸を打たれた方も多いのではない

でしょうか。 

子供たちの日常も同じです。毎朝、当たり前のように学校へ来ていますが、その背景には、朝食の準備や

洗濯、健康管理、励ましの言葉など、数え切れないほど多くの家庭の支えがあります。また、地域の見守り

の方々、交通指導をなさっている市民委員会の皆様、教職員、友達・・・多くの人の力によって、子供たちの

学校生活は成り立っています。 

しかし、それはあまりにも身近であるがゆえに、「当たり前」になりがちです。 

昔、６年生を担任していたとき、この時期にある児童が、「卒業を前にして、今まで自分がどれだけ支えて

もらっていたかに気づいた。」という文章を書いていました。みんなの前で取り上げ、卒業という節目が近づ

く中で、自分の歩みを振り返り、周囲の存在に思いを向け始めることの大切さを説きました。これは、当時の

６年生の大きな成長の姿へとつながり、とても立派な卒業式となりました。 

卒業式や修了式は、単に区切りの日ではありません。一年間を振り返り、「できるようになったこと」と同

時に、「支えてくれた人」を思い起こす機会でもあります。感謝の心は、人を謙虚にし、そして強くします。感

謝できる人は、自分が誰かに支えられていることを知っているからこそ、今度は誰かを支えようとします。 

どうかこの時期、ご家庭でも「一年間で、どんな人に支えてもらっただろう」「どんな“ありがとう”があっ

ただろう。」と話題にしていただければ幸いです。そして、ぜひ保護者の皆様ご自身の言葉で、お子様に「こ

こまでよく頑張ったね。」と伝えていただきたいと思います。その一言は、子供にとって何よりの力になります。 

 「感謝の言葉を口にしていますか？」 
この問いを、子供たちだけでなく、私たち大人も胸に刻みながら、

温かな気持ちで今年度の締めくくりを迎えたいと思います。 
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旭川市立新富小学校 教育目標『自ら学ぶ 心豊かで たくましい子供の育成』 

《本年度の重点教育目標》  認め合い 支え合い 学び合う子供の育成  

～認め合い 支え合い 学び合う活動を通して 仲間との関係を深め 子供たちの人間性を高める～ 

           




